
１ ． 農学部総合農業科学科の各コ ースの説明
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　 　 農芸化学コ ース

　 生命現象を化学的視点で理解する能力を養う と と も に， 微生物， 植物， 昆虫， ヒ

ト を 含む動物由来の代謝産物， 糖鎖， 脂質， タ ンパク 質（ 酵素）， 遺伝子などを 分

子レベルで研究するこ と により ， 生物資源や生物機能を人間生活に役立てるバイ オ

サイ エンスやバイ オテク ノ ロジーの基礎と 応用を修得する教育コ ース。

　 　 応用植物科学コ ース

　 農業生産の基盤をなす植物を対象と し て， 有用機能の解析や遺伝的改良， 植物病

害の発病・ 防御応答機構の解明と その制御， 生産力を安定かつ最大限に発揮さ せる

ための栽培管理技術， さ ら に， 生産物の効率的な流通・ 貯蔵に必要な技術などの研

究と 開発に関する基礎と 応用を修得する教育コ ース。

　 　 応用動物科学コ ース

　 各種動物の成長と 繁殖，物質生産に関わる生命現象や諸機能を理解する力を養い，

効率的な動物生産技術の開発や畜産食品の品質， 保蔵， 加工に関する理化学的， 微

生物学的技術開発， 健康・ 医療支援などの動物生命科学領域の発展に寄与する基礎

と 応用を修得する教育コ ース。

　 　 環境生態学コ ース

　 地域レ ベルから 地球レ ベルまでを対象と し て， 環境保全， 生態系の維持と 解明，

食料と 資源の持続的確保， および効率的な生物生産システムの開発をめざし た国際

的視点に立っ て活躍できる人材を養成するために，生態学，進化学，社会学，経済学，

そし てシステム工学の基礎と 応用を修得する教育コ ース。

附属山陽圏フ ィ ールド 科学センタ ー

　 生物圏を総合的に考察するための科学であり ， 農学の基盤と なる「 フ ィ ールド 科

学」 に関する教育・ 研究を実践するために設けら れた附属施設である。 学生の実習

教育やプロジェ ク ト 研究の推進を担う 教育研究部と 地域と 連携し て実践的な農業・

農学の展開を担う 技術部から なる。 津島キャ ンパス内の岡山農場を中心に和牛の繁

殖を行う 津高牧場と 大規模水田稲作を展開する八浜農場から 構成さ れている。
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（ 研究ユニッ ト ）

　 天然物有機化学・ ・ ・ ・ ・ ・ 天然由来の生理活性物質の合成と その有効利用

　 生理活性化学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 生理活性物質の探索と 細胞・ 酵素による生産

　 糖鎖機能化学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 真核生物における糖鎖機能の生化学的解析と 応用

　 微生物遺伝子化学・ ・ ・ ・ ・ 微生物由来の有用酵素の探索， 遺伝子解析と 応用

　 食品生物化学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 高機能性食品の創製に関する生物化学的研究と 応用

　 生物情報化学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 植物の環境スト レス応答と 情報伝達機構の解明

　 微生物機能学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 独立栄養細菌の機能開発および環境適応機構の解明

　
（ 研究ユニッ ト ）

　 遺伝子細胞工学・ ・ ・ ・ ・ ・ 植物の発病にかかわる植物と 病原体の遺伝子機能の解析と 応用

　 ゲノ ム遺伝解析学・ ・ ・ ・ ・ 転移因子の動態分析などによる植物ゲノ ム変異の網羅的解析と その応用

　 植物病理学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 植物の感染症と その原理に基づく 免疫制御に関する研究

　 植物遺伝育種学・ ・ ・ ・ ・ ・ 植物の遺伝的多様性に関する分子遺伝学的解析と 育種への応用

　 農産物利用学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 農産物の収穫後生理と 流通・ 貯蔵技術の開発

　 農産物生理学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 農産食品の成熟・ 老化機構に関する生理学的および分子生物学的解析

　 作物生産技術学・ ・ ・ ・ ・ ・ 作物・ 雑草の生理・ 生態的特性の解明と 管理技術の開発

　 果樹園芸学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 果樹の生理・ 生態的特性の解明と 生産技術の開発

　 野菜園芸学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 野菜の生理・ 生態的特性の解明と 生産システム開発

　 作物開花制御学・ ・ ・ ・ ・ ・ 園芸作物の花成制御と 養水分管理の最適化に関する研究

　 作物学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 農作物の収量向上・ 安定および非生物的スト レス耐性の解明

（ 研究ユニッ ト ）

　 動物生殖生理学・ ・ ・ ・ ・ ・ 哺乳動物の生殖機能に関わる内分泌学的解析と その生殖制御技術開発への応用

　 動物生殖細胞工学・ ・ ・ ・ ・ 哺乳動物の生殖細胞の発生工学的解析による受精・ 発生現象の解明

　 動物生理学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 有用動物の形態なら びに生理学・ 薬理学的な性質に基づく 生理機構の解明

　 動物遺伝育種学・ ・ ・ ・ ・ ・ 家畜や実験動物における遺伝機構の解明と その育種法への応用

　 動物遺伝学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 動物の有用遺伝子や疾患に関わる遺伝子の解析およびその制御と 応用

　 動物栄養学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 食品と 飼料の生体調節機能の解明と その制御なら びに利用技術の開発

　 動物応用微生物学・ ・ ・ ・ ・ ヒ ト や動物の細菌叢解析と 生体影響及びプロバイ オティ ク スの探索と 応用

　 生殖補助医療学・ ・ ・ ・ ・ ・ ヒト 生殖補助医療における高度技術の構築および不妊原因疾患とそのメカニズムの解明

（ 研究ユニッ ト ）

　 緑地生態学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 緑地の生態学的特性および緑地植物の生理的特性の解明

　 森林生態学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 森林生態系の構造， 機能および動態の解明

　 土壌環境管理学・ ・ ・ ・ ・ ・ 土壌－植物系の物質動態解明による荒廃地緑化

　 水系保全学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 水系生態系の生物多様性解析と 保全技術の開発

　 昆虫生態学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 昆虫の生態解明と その応用的利用

　 進化生態学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 生物間相互作用と 生物多様性の進化生態学的解明

　 生物生産システム工学・ ・ ・ 生物生産用機械・ 施設の開発およびロボッ ト 化

　 食料生産システム管理学・ ・ 食料生産に関する情報処理と 経営管理体系の確立

　 資源管理学・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 地域資源の効率的利用および資源の保全・ 利用計画の開発

　 国際農村開発学・ ・ ・ ・ ・ ・ 国際的な視点から の持続可能な農村開発に関する研究



３ ． 岡山大学農学部履修細則

　 （ 趣旨）

第１ 条　 こ の細則は， 岡山大学農学部規程（ 平成１ ８ 年岡山大学農学部規程１ 号） 第１ ２ 条， 第１ ７ 条及び

第２ ３ 条の規定に基づき， 岡山大学農学部における教養教育科目と 専門教育科目の授業科目， 単位数及び

履修方法並びに食品衛生法に規定する食品衛生管理者及び食品衛生監視員（ 以下「 衛生管理者等」 と いう 。）

の資格取得（ 食品衛生資格取得コ ース） に関し ， 必要な事項を定めるも のと する。

　 （ 教養教育科目）

第２ 条　 教養教育科目の授業科目及びその単位数は， 履修課程表１ に掲げると おり と する。

２ 　 高年次教養教育科目のう ち卒業に必要な単位を超えて修得し た単位数は， 教養教育科目の卒業要件単位

数と するこ と ができ る。

３ 　 他学部開講の高年次教養教育科目は， 卒業要件単位に含めない。

　 （ 専門教育科目）

第３ 条　 専門教育科目の授業科目及びその単位数は， 履修課程表２ に掲げると おり と する。

　 （ 専門教育科目の科目区分）

第４ 条　 専門教育科目の専門基礎科目は， 必修科目および選択必修科目に， 専門科目は必修科目， コ ース科

目選択必修科目， コ ース科目自由選択科目に区分さ れる。

　 （ 履修方法）

第５ 条　 卒業に必要な専門教育科目の履修方法は， 履修課程表２ に掲げる授業科目のう ちから， 次に示す単

位を指導教員の指導を受けて履修し なければなら ない。

科　 目　 区　 分　 等 単位数

専門教育科目

専門基礎科目
必 修 科 目 １ ６

選 択 必 修 科 目 ６

専 門 科 目

必 修 科 目 ２ ４

コ ース 科目
選 択 必 修 科 目 １ ８

自 由 選 択 科 目 ２ ９

合　 　 　 　 　 　 　 計 ９ ３

２ 　 専門基礎科目選択必修科目のう ち 卒業に必要な単位を 超えて修得し た単位数は， コ ース科目自由選択

科目の単位数と するこ と ができ る。

３ 　 コ ース科目選択必修科目のう ち 卒業に必要な単位を 超えて修得し た単位数は， コ ース科目自由選択科

目の単位数と するこ と ができ る。

　 （ コ ース分属のための履修条件）

第６ 条　 本学部では， ２ 年次開始時に所定のコ ースに分属するが， コ ースに分属でき る者は， １ 年次修了時

において教養教育科目のう ち知的理解（ 現代と 社会） 及び知的理解（ 現代と 自然） の区分から 合計３ 単位

以上， 言語（ 英語） を２ 単位以上修得し ている者と する。

　 （ 卒業論文）

第７ 条　 卒業論文を履修でき る者は， ３ 年次修了時までに卒業に必要な単位１ ２ ４ 単位中９ ２ 単位以上修得

し ている者と する。
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　 （ 食品衛生資格取得コ ース）

第８ 条　 本学部に衛生管理者等の資格取得のため， 厚生労働大臣の指定する養成施設と し て食品衛生資格取

得コ ースを置く 。

２ 　 食品衛生資格取得コ ースを修了し た者は， 衛生管理者等になるこ と ができる。

３ 　 食品衛生資格取得コ ースを履修できる者は， 本学部総合農業科学科の学生と する。

４ 　 食品衛生資格取得コ ースの履修科目は， 別表のと おり と する。（ ※別表は２ ７ ページに掲載し ている。）

５ 　 別表に規定する所定の単位を修得し た者は， 食品衛生資格取得コ ースの修了者と する。

６ 　 こ の細則に定めるも ののほか， 必要な事項については， 別に定める。

　 　 　 附　 則

１ 　 こ の細則は， 令和３ 年４ 月１ 日から 施行する。

２  　 改正後の規定にかかわら ず， 令和２ 年度以前の入学者については， 改正後の履修課程表２ に表記さ れた

開講年次， 開講学期を除き， なお従前の例による。



４ ． 履 修 課 程 表

１ ． 教養教育科目（ 履修課程表１ ）

科　 目　 区　 分 必修 備考
卒業要

件単位

導入教育
ガイ ダン ス

学部ガイ ダンス科目 ２ 単位 総合農業科学入門 ２ 単位

３ 単位
全学ガイ ダンス科目 １ 単位

岡山大学入門講座・ キャ リ ア形成

基礎講座 各0.5単位

補 習 教 育 高大接続科目 卒業要件単位外

知的理解

現代と 社会 人文・ 社会科学系科目 ２ 単位 ３ つの知的理解のグループから ，

それぞれ２ 単位以上を修得するこ

と 。

28単位

現代と 生命 生命科学系科目 ２ 単位

現代と 自然 自然科学系科目 ２ 単位

実 践 知・

感　 　 性

実 践 知 実践・ 社会連携系科目

芸 術 知 芸術系科目

汎用的技能

と   健  康

情 報 教 育

情報リ テラ シー系科目 １ 単位
情報処理入門１ （ 情報機器の操作

を含む） １ 単位

ICT（ Information & Communication 
Technology） 系科目

数理 ・  データ

サ イ  エ  ン  ス 数理・ データサイエンス科目

キャリア教育 キャリア教育・ 学生支援系科目

健康・ スポーツ

科 学

健康・ スポーツ科学

４ 単位まで卒業要件算入可能スポーツ演習

（ する・ みる・ 支える）

アカデミック･

ラ イティ ング
アカデミック・ ライティング科目

言 語

英 語

英語（ スピーキング） − １ ，２ １ 単位

各0.5単位
英語（ リ ーディ ング） − １ ，２ １ 単位

英語（ ラ イ ティ ング） − １ ，２ １ 単位

英語（ リ スニング） − １ ，２ １ 単位

英語（ S ＆ L） − １ ，２ ２ 単位
各１ 単位

英語（ R ＆ W） − １ ，２ 　 ２ 単位

プレ上級英語

４ 単位 ４ 単位選択必修

上級英語

初 修

外 国 語

ド イ ツ語

フ ラ ンス語

中国語

韓国語

ロシア語

スペイ ン語

イ タ リ ア語

日 本 語 応用日本語 留学生のみ

高 年 次 教 養 高年次教養教育科目※ １ 単位

日本農業論１ 及び日本農業論２ を

両方履修するこ と が望まし い。

 各１ 単位

教養教育科目　 　 　 計  　 　 　 　 　 31単位

※ 高年次教養教育科目は， ３ 年次以降の履修と なる。 なお， 他学部開講の高年次教養教育科目は卒業要件単

位に含めない。
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２ ． 専門教育科目（ 履修課程表２ ）

 ａ ． 専門基礎科目

開講年次 開講学期 講義番号 授業科目名 単位 教　 員　 名 備　 　 考

１ １ 116000 農学概論１ １ 神崎ほか

全科目必修

１ ２ 116001 農学概論２ １ 神崎ほか

１ １ 116002 農生命化学１ １ 稲垣

１ ２ 116003 農生命化学２ １ 清田

１ １ 116004 農業生物学１ １ 西野・ 木村（ 康）

１ ２ 116005 農業生物学２ １ 加藤ほか

１ １ 116006 農業資源学１ １ 駄田井

１ ２ 116007 農業資源学２ １ 駄田井

１ ３ 116008 農芸化学コ ース概論１ １ コ ース教員

１ ４ 116009 農芸化学コ ース概論２ １ コ ース教員

１ ３ 116010 応用植物科学コ ース概論１ １ コ ース教員

１ ４ 116011 応用植物科学コ ース概論２ １ コ ース教員

１ ３ 116012 応用動物科学コ ース概論１ １ コ ース教員

１ ４ 116013 応用動物科学コ ース概論２ １ コ ース教員

１ ３ 116014 環境生態学コ ース概論１ １ コ ース教員

１ ４ 116015 環境生態学コ ース概論２ １ コ ース教員

１ １ 116100 基礎微生物学１ １ 田村

４ 科目

選択必修

１ ２ 116101 基礎微生物学２ １ 田村

１ ３ 116102 基礎遺伝学１ １ 揖斐・ 加藤・ 西田

１ ４ 116103 基礎遺伝学２ １ 揖斐・ 加藤・ 西田

１ ３ 116104 基礎分子生物学１ １ 牛島

１ ４ 116105 基礎分子生物学２ １ 牛島

１ １ 116106 生態学概論１ １ 坂本（ 圭）・ 兵藤

１ ２ 116107 生態学概論２ １ 宮竹

２ １ ～２ 115104 基礎生物学実験 ２ 担当教員
１ 科目

選択必修
２ １ ～２ 115105 フ ィ ールド 基礎実習 ２ 担当教員

２ ３ ～４ 115106 基礎分析化学実験 ２ 担当教員

１ 夏季集中 115600 農場体験実習 １ Ｆ Ｓ Ｃ 卒業要件外

 ｂ ． 専門科目（ 必修科目）

開講年次 開講学期 講義番号 授業科目名 単位 教　 員　 名 備　 　 考

２ １ ～２ 116200 コ ース演習１ 0.5 コ ース教員

２ ３ ～４ 116201 コ ース演習２ 0.5 コ ース教員

２ ３ 116207 応用生物データサイエンス学１ １ 揖斐・ 難波
数理・ データ サイ

エンス科目

３ １ ～２ 116202 コ ース演習３ １ コ ース教員

３ ３ ～４ 116203 コ ース演習４ １ コ ース教員

４ １ ～２ 116204 研究科目演習１ １ 担当教員

４ ３ ～４ 116205 研究科目演習２ １ 担当教員

４ １ ～４ 116206 卒業論文 18 担当教員



 ｃ ． 専門科目（ コ ース科目）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ○は各コ ースにおける選択必修科目， それ以外は自由選択科目）
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１ 夏季集中 115429 まきばの実習 １ 西野ほか 応用動物科学 ○

１ ３ 116302 植物生理学１ １ 担当教員 応用植物科学 ○

１ ４ 116303 植物生理学２ １ 担当教員 応用植物科学 ○

１ ３ 116304 植物形態学 １ 担当教員 応用植物科学 ○

１ ４ 116305 植物栄養学 １ 担当教員 応用植物科学 ○

１ １ 116306 栄養生化学１ １ 森田 応用動物科学 ○

１ ２ 116307 栄養生化学２ １ 鶴田 応用動物科学 ○

２ １ 116308 分析化学１ １ 田村 農芸化学 ○ ○

２ ２ 116309 分析化学２ １ 田村 農芸化学 ○ ○

２ １～２ 116494 生物化学１ ２ 木村（ 吉） 農芸化学 ○ ○

２ １～２ 116495 有機化学１ ２ 清田 農芸化学 ○ ○

２ １～２ 116496 応用微生物学１ ２ 担当教員 農芸化学 ○ ○

２ １ 116300 植物遺伝学１ １ 門田（ 有） 応用植物科学 ○

２ ２ 116301 植物遺伝学２ １ 門田（ 有）・ 西田 応用植物科学 ○

２ １ 116316 植物病理学１ １ 豊田 応用植物科学 ○

２ ２ 116317 植物病理学２ １ 豊田 応用植物科学 ○

２ １ 116318 果樹園芸学１ １ 平野 応用植物科学 ○

２ ２ 116319 果樹園芸学２ １ 平野 応用植物科学 ○

２ １ 116320 栽培学１ １ 齊藤（ 邦） 応用植物科学 ○

２ ２ 116321 栽培学２ １ 齊藤（ 邦） 応用植物科学 ○

２ １ 116322 農産物生理学１ １ 久保 応用植物科学 ○

２ ２ 116323 農産物生理学２ １ 久保 応用植物科学 ○

２ 夏季集中 115320 農家体験実習 ２ 吉田（ 集中） FSC ○ ○ ○

２ １ 116324 動物細胞科学１ １ 畑生・ 若井 応用動物科学 ○

２ ２ 116325 動物細胞科学２ １ 畑生・ 若井 応用動物科学 ○

２ １ 116326 動物組織・ 形態学１ １ 齋藤（ 昇） 応用動物科学 ○

２ ２ 116327 動物組織・ 形態学２ １ 齋藤（ 昇） 応用動物科学 ○

２ １ 116330 動物生理学１ １ 齋藤（ 昇） 応用動物科学 ○

２ ２ 116331 動物生理学２ １ 齋藤（ 昇） 応用動物科学 ○

２ １ 116332 農業経営学１ １ 大仲 環境生態学 ○

２ ２ 116333 農業経営学２ １ 大仲 環境生態学 ○

２ １ 116334 農業ロボット 工学概論１ １ 門田（ 充） 環境生態学 ○

２ ２ 116335 農業ロボット 工学概論２ １ 門田（ 充） 環境生態学 ○

２ １ 116336 地域環境管理学 １ 嶋 環境生態学 ○

２ ２ 116337 生物多様性保全学 １ 福田（ 宏） 環境生態学 ○

２ １ 116338 動物生態学１ １ 宮竹 環境生態学 ○

２ ２ 116339 動物生態学２ １ 岡田 環境生態学 ○

２ １ 116340 樹木生理生態学１ １ 三木 環境生態学 ○

−  14 −
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２ ２ 116341 森林保全学１ 　 １ 廣部 環境生態学 ○

２ ・ ３ 夏季集中 115321 農業気象学 ２ 非常勤（ 隔年集中） 環境生態学（ R04） ○

２ 未定 116546 環境経済政策学１ １ 生方 環境生態学 ○

２ 未定 116547 環境経済政策学 2 １ 生方 環境生態学 ○

２ 未定 116548 農村社会学１ １ 本田 環境生態学 ○

２ 未定 116549 農村社会学２ １ 本田 環境生態学 ○

２ ３ ～４ 116497 生物化学２ ２ 村田・ 宗正 農芸化学 ○ ○

２ ３ ～４ 116498 有機化学２ ２ 清田 農芸化学 ○ ○

２ ３ ～４ 116499 応用微生物学２ ２ 田村 農芸化学 ○ ○

２ ３ 116396 生物物理化学１ １ 宗正・ 村田 農芸化学 ○ ○

２ ４ 116397 生物物理化学２ １ 宗正・ 村田 農芸化学 ○ ○

２ ３ 116348 遺伝子工学１ １ 一瀬 応用植物科学 ○

２ ４ 116349 遺伝子工学２ １ 能年 応用植物科学 ○

２ ３ ～４ 115327 植物育種学 ２ 加藤 応用植物科学 ○

２ ３ ～４ 115328 花卉園芸学 ２ 後藤・ 北村 応用植物科学 ○

２ ３ 116354 果樹生産管理学１ １ 福田（ 文） 応用植物科学 ○

２ ４ 116355 果樹生産管理学２ １ 福田（ 文） 応用植物科学 ○

２ ３ 116356 作物学１ １ 平井 応用植物科学 ○

２ ４ 116357 作物学２ １ 平井 応用植物科学 ○

２ ３ 116358 野菜園芸学１ １ 安場・ 吉田 応用植物科学 ○

２ ４ 116359 野菜園芸学２ １ 安場・ 吉田 応用植物科学 ○

２ ３ 116531
Vegetable and F lower Science

（ 野菜と花の科学）
１ 後藤ほか 応用植物科学

２ ３ 116532
Plant D isease and Control

（ 植物の病気と防除）
１ 豊田ほか 応用植物科学

２ ３ 116533
Fruit Science

（ 果実の科学）
１ 久保ほか 応用植物科学

２ ３ 116534
Crop Science and Production

（ 作物の科学と 生産）
１ 平井ほか 応用植物科学

２ ３ ～４ 116522 フィ ールド 実習１ ２ 安場ほか FSC ○

２ ・ ３ 集中 116360 農産食品工学 1.5 非常勤（ 隔年集中） 応用植物科学（ R04） ○

２ ３ 116361 動物生理学３ １ 畑生 応用動物科学 ○

２ ３ 116364 動物育種学１ １ 揖斐 応用動物科学 ○

２ ４ 116365 動物育種学２ １ 揖斐 応用動物科学 ○

２ ３ ～４ 115335 動物生殖生理学 ２ 木村（ 康） 応用動物科学 ○

２ ３ ～４ 116557 動物応用微生物学 ２ 森田 応用動物科学 ○

２ ３ ～４ 115339 動物栄養学 ２ 西野 応用動物科学 ○
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２ ３ 116535
A nim al Production Science

（ 動物生産科学）
１ 木村（ 康） ほか 応用動物科学

２ ４ 116536
Food and Nutr ition Science

（ 食品・ 栄養科学）
１ 森田ほか 応用動物科学

２ ３ 116374 生物生産機械学１ １ 難波 環境生態学 ○

２ ４ 116375 生物生産機械学２ １ 難波 環境生態学 ○

２ ３ 116376 農業経済学１ １ 駄田井 環境生態学 ○

２ ４ 116377 農業経済学２ １ 駄田井 環境生態学 ○

２ ３ 116378 土壌環境学 １ 嶋 環境生態学 ○ ○

２ ３ 116544 植物繁殖生態学 １ 宮﨑 環境生態学 ○

２ ４ 116379 緑地保全学 １ 坂本（ 圭） 環境生態学 ○

２ ３ 116380 農環境物理学１ １ 難波 環境生態学 ○

２ ４ 116381 農環境物理学２ １ 難波 環境生態学 ○

２ ３ 116382 環境生態学コース実験１−１ １ コース教員 環境生態学 ○

２ ４ 116383 環境生態学コース実験１−２ １ コース教員 環境生態学 ○

２ ３ 116384 環境生態学コース実験２−１ １ コース教員 環境生態学 ○

２ ４ 116385 環境生態学コース実験２−２ １ コース教員 環境生態学 ○

２ ４ 116208 応用生物データ サイエンス学２ １ 揖斐・ 門田（ 有）・ 守屋 共通 ○ ○ ○ ○

３ １～２ 116508 生物化学３ ２ 守屋 農芸化学 ○ ○

３ １～２ 116509 有機化学３ ２ 泉 農芸化学 ○

３ １～２ 116543 応用微生物学３ ２ 金尾 農芸化学 ○

３ １ 116398 酵素化学１ １ 前田 農芸化学 ○

３ ２ 116399 酵素化学２ １ 前田 農芸化学 ○

３ １ 116400 食品生化学１ １ 中村（ 宜） 農芸化学 ○ ○

３ ２ 116401 食品生化学２ １ 中村（ 宜） 農芸化学 ○ ○

３ １ 116402 農芸化学コース実験１ ２ コース教員 農芸化学 ○

３ ２ 116403 農芸化学コース実験２ ２ コース教員 農芸化学 ○

３ ・ ４ 夏季集中 116405 応用分子生物学 0.5 非常勤（ 隔年集中） 農芸化学（ R06） ○

３ ・ ４ 夏季集中 116406 有用物質生産技術学 0.5 非常勤（ 隔年集中） 農芸化学（ R05） ○

３ １ 116407 植物細菌病学 １ 一瀬 応用植物科学 ○

３ ２ 116408 植物免疫学 １ 能年 応用植物科学 ○

３ １ 116409 作物発育調節学１ １ 平井 応用植物科学 ○

３ ２ 116410 作物発育調節学２ １ 担当教員 応用植物科学 ○

３ １ 116417 植物ウイルス学 １ 鈴木・ 近藤 応用植物科学 ○

３ ２ 116416 植物ゲノムダイナミックス １ 山本（ 敏） ほか 応用植物科学 ○

３ １ 116545 遺伝子工学３ １ 松井 応用植物科学 〇

３ １ 116550 雑草学１ １ 担当教員 応用植物科学 ○

３ ２ 116551 雑草学２ １ 担当教員 応用植物科学 ○
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３ ２ 116538
Crop Genetics and Breeding

（ 作物の遺伝と育種）
１ 西田ほか 応用植物科学

３ １～２ 116524 応用植物科学コース実験１ ２ コース教員 応用植物科学 ○

３ １～２ 116525 応用植物科学コース実験２ ２ コース教員 応用植物科学 ○

３ ・ ４ 夏季集中 116415 バイオインフォマティクス入門 1.5 非常勤（ 隔年集中） 応用植物科学（ R06） ○

３ ・ ４ １（ 隔年） 116418 植物遺伝生理学 １ 坂本（ 亘）（ 隔年開講） 応用植物科学（ R06） ○

３ １～２ 116523 フィ ールド 実習２ ２ 福田（ 文） ほか FSC ○

３ 夏季集中 115376 牧場実習 ２ 木村（ 康） ほか（ 集中） FSC ○

３ １ 116362 動物遺伝学１ １ 辻 応用動物科学 ○

３ ２ 116363 動物遺伝学２ １ 辻 応用動物科学 ○

３ １ 116328 畜産食品学１ １ 荒川 応用動物科学 ○

３ ２ 116329 畜産食品学２ １ 荒川 応用動物科学 ○

３ １ 116421 動物内分泌学１ １ 木村（ 康） 応用動物科学 ○

３ ２ 116422 動物内分泌学２ １ 山本（ ゆ） 応用動物科学 ○

３ １ 116423 動物発生工学１ １ 若井 応用動物科学 ○

３ ２ 116424 動物発生工学２ １ 若井 応用動物科学 ○

３ １～２ 115430 動物生産管理学 ２ 西野 応用動物科学 ○

３ １ 116425 食品栄養学１ １ 鶴田 応用動物科学 ○

３ ２ 116426 食品栄養学２ １ 鶴田 応用動物科学 ○

３ １～２ 116540 応用動物科学コース実験１ ２ コース教員 応用動物科学 ○

3 １～２ 116541 応用動物科学コース実験２ ２ コース教員 応用動物科学 ○

３ １～２ 116542 応用動物科学コース実験３ ２ コース教員 応用動物科学 ○

３ １ 116537
A nimal Life Science

（ 動物生命科学）
１ 畑生ほか 応用動物科学

３ ・ ４ １（ 隔年） 116433 公衆衛生学１ １ 三好（ 隔年開講） 応用動物科学（ R05） ○

３ ・ ４ ２（ 隔年） 116434 公衆衛生学２ １ 三好（ 隔年開講） 応用動物科学（ R05） ○

３ ・ ４ 夏季集中 116435 家畜伝染病学（ 家畜疾病学） 1.5 非常勤（ 隔年集中） 応用動物科学（ R05） ○

３ ４ 116436 食品衛生学 1.5 荒川 応用動物科学 ○

３ １ 116437 資源管理学１ １ 駄田井 環境生態学 ○

３ ２ 116438 資源管理学２ １ 駄田井 環境生態学 ○

３ １ 116439 食料情報学１ １ 大仲 環境生態学 ○

３ ２ 116440 食料情報学２ １ 大仲 環境生態学 ○

３ １ 116441 応用力学１ １ 門田（ 充） 環境生態学 ○

３ ２ 116442 応用力学２ １ 門田（ 充） 環境生態学 ○

３ １ 116445 森林保全学２ １ 廣部 環境生態学 ○

３ １ 116446 環境生態学コース実験３−１ １ コース教員 環境生態学 ○

３ ２ 116447 環境生態学コース実験３−２ １ コース教員 環境生態学 ○

３ １ 116448 環境生態学コース実験４ −１ １ コース教員 環境生態学 ○
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３ ２ 116449 環境生態学コース実験４ −２ １ コース教員 環境生態学 ○

３ １ 116552 環境社会学１ １ 本田 環境生態学 ○

３ ２ 116553 環境社会学２ １ 本田 環境生態学 ○

３ 夏季集中 115607 農業協同組合論 １ 大仲 環境生態学 ○

３ ・ ４ 夏季集中 116451 農業生産施設学 1.5 非常勤（ 隔年集中） 環境生態学（ R06） ○

３ ・ ４ 夏季集中 116450 林学概論 1.5 非常勤（ 隔年集中） 環境生態学（ R05） ○

３ 夏季集中 115379 インターンシップ ２ 担当教員 共通

３ ３ 116404 農芸化学コース実験３ ２ コース教員 農芸化学 ○

３ ３ 116455 生物有機化学１ １ 泉 農芸化学 ○

３ ４ 116456 生物有機化学２ １ 泉 農芸化学 ○

３ ３ 116457 食品化学１ １ 中村（ 宜） 農芸化学 ○ ○

３ ４ 116458 食品化学２ １ 中村（ 宜） 農芸化学 ○ ○

３ ３ 116459 生理活性物質化学１ １ 仁戸田 農芸化学 ○ ○

３ ４ 116460 生理活性物質化学２ １ 仁戸田 農芸化学 ○ ○

３ ３ 116461 細胞生化学１ １ 担当教員 農芸化学 ○

３ ４ 116462 細胞生化学２ １ 担当教員 農芸化学 ○

３ ３ 116463 環境微生物学１ １ 金尾 農芸化学 ○

３ ４ 116464 環境微生物学２ １ 金尾 農芸化学 ○

３ ３ 116465 植物保護学１ １ 松井 応用植物科学 ○

３ ４ 116466 植物保護学２ １ 豊田 応用植物科学 ○

３ ３ 116467 農産物利用学１ １ 赤木 応用植物科学 ○

３ ４ 116468 農産物利用学２ １ 赤木 応用植物科学 ○

３ ３ 116469 施設園芸学１ １ 安場 応用植物科学 ○

３ ４ 116470 施設園芸学２ １ 安場 応用植物科学 ○

３ ３ ～４ 116526 応用植物科学コース実験３ ２ コース教員 応用植物科学 ○

３ ３ 116419 実験動物科学１ １ 辻 応用動物科学 ○

３ ４ 116420 実験動物科学２ １ 辻 応用動物科学 ○

３ ３ 116473 基礎昆虫学 １ 担当教員 環境生態学 ○

３ ３ 116474 樹木生理生態学２ １ 三木 環境生態学 ○

３ ４ 116491 陸上生態学 １ 兵藤・ 宮﨑 環境生態学 ○

３ ３ 116492 農業政策論１ １ 大仲 環境生態学 ○ ○

３ ４ 116493 農業政策論２ １ 大仲 環境生態学 ○ ○

３ ３ 116479 機械製図演習１ 0.5 門田（ 充） 環境生態学 ○

３ ４ 116480 機械製図演習２ 0.5 門田（ 充） 環境生態学 ○

３ ４ 116481 水系保全生物学 １ 福田（ 宏） 環境生態学 ○

３ ４ 116554 開発経済学１ １ 生方 環境生態学 ○

３ ４ 116556 開発経済学２ １ 生方 環境生態学 ○

３ ・ ４ 集中 116482 昆虫科学 1.5 非常勤（ 隔年集中） 環境生態学（ R05） ○
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４ １ 116483 有機構造解析学１ １ 仁戸田 農芸化学 ○

４ ２ 116484 有機構造解析学２ １ 仁戸田 農芸化学 ○

４ １ 116485 生体高分子解析学１ １ 田村ほか 農芸化学 ○

４ ２ 116486 生体高分子解析学２ １ 田村ほか 農芸化学 ○

１ 夏季集中 115501 里山フィ ールド 演習 ２ 鳥取大学開講科目 他大学単位互換

１ 夏季集中 115502 果樹園芸の里フィ ールド 演習 ２ 愛媛大学開講科目 他大学単位互換

１ 夏季集中 115503 里海フィ ールド 演習 ２ 広島大学開講科目 他大学単位互換

１ 夏季集中 115512 森林フィ ールド 演習 ２ 高知大学開講科目 他大学単位互換

１ 夏季集中 115515 森・ 里・ 海フィ ールド 演習 ２ 島根大学開講科目 他大学単位互換

１ 夏季集中 115516 酪農フィ ールド 科学演習 ２ 広島大学開講科目 他大学単位互換

１ 夏季集中 115518 作物生産科学フィ ールド 演習 ２ 山口大学開講科目 他大学単位互換

１ 夏季集中 115519 臨海資源科学演習 ２ 広島大学開講科目 他大学単位互換

１ 夏季集中 115523 食品資源フィ ールド 科学実習 １ 県立広島大学開講科目 他大学単位互換

１ 夏季集中 115532 傾斜地フィ ールド 演習 ２ 香川大学開講科目 他大学単位互換

２ １ 116487 職業指導概説１−１ １ 非常勤 共通（ 教職科目）

２ ２ 116488 職業指導概説１−２ １ 非常勤 共通（ 教職科目）

２ ３ 116489 職業指導概説２−１ １ 非常勤 共通（ 教職科目）

２ ４ 116490 職業指導概説２−２ １ 非常勤 共通（ 教職科目）

２ 夏季集中 115524 生殖補助医療学 ２ 大月ほか 生殖補助医療技術キャリア養成特別コース

３ 通年集中 115527 生殖補助医療技術実習Ⅰ ２ 大月・ 田﨑 生殖補助医療技術キャリア養成特別コース

４ 夏季集中 115528 生殖補助医療技術実習Ⅱ １ 大月・ 田﨑 生殖補助医療技術キャリア養成特別コース

４ 夏季集中 115529 生殖補助医療技術実習Ⅲ ２ 大月・ 田﨑 生殖補助医療技術キャリア養成特別コース

［ 付記１ ］ ｢ コ ース演習２ ｣ は農芸化学英語， 応用植物科学英語， 応用動物科学英語， 環境生態学英語を 含む。

［ 付記２ ］ 農芸化学コ ース実験１ ～３ はそれぞれ以下の内容を 含む。

　 　 　 　 １ ： 物理化学実験・ 有機化学実験・ 応用微生物学実験

　 　 　 　 ２ ： 生物化学実験・ 食品化学実験・ 分析化学実験

　 　 　 　 ３ ： 天然物分析化学実験・ 酵素化学実験・ 遺伝子化学実験

［ 付記３ ］ 応用植物科学コ ース実験１ ～３ は以下の内容を 含む。

　 　 　 　 植物繁殖学実験・ 植物形態学実験・ 植物成分分析実験

　 　 　 　 植物病理学実験・ 遺伝子工学実験・ 酵素学実験

　 　 　 　 植物生理学実験・ 植物機能学実験・ 植物遺伝学実験

［ 注］ ①　 開講学期は， 都合によ り ， 変更する 場合がある 。

　 　 　 　 なお， 開講年次欄の２ ・ ３ 年次， ３ ・ ４ 年次と あるも のは隔年開講を示し ている。

　 　 　 　 また， 開講学期欄の１ ～２ ，３ ～４ ，１ ～４ は複数学期で続けての開講を 示し ている 。

　 　 　 ②　 提示コ ース欄の F SC は， 山陽圏フ ィ ールド 科学セン タ ーを，（ R04），（ R05），（ R06） は開講年度を 示し て

いる 。

　 　 　 ③　 他大学と の単位互換科目と し て以下の科目を 夏季休業中に履修でき る。 各科目の概要， 履修要件， 実施時

期等詳細は別途掲示する ので希望者は各自注意するこ と 。

　 　 　 　 ・ 里山フ ィ ールド 演習　 　 　 　 　 　 　 鳥取大学　 　 　 ２ 単位

　 　 　 　 ・ 果樹園芸の里フ ィ ールド 演習　 　 　 愛媛大学　 　 　 ２ 単位

　 　 　 　 ・ 里海フ ィ ールド 演習　 　 　 　 　 　 　 広島大学　 　 　 ２ 単位
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　 　 　 　 ・ 森林フ ィ ールド 演習　 　 　 　 　 　 　 高知大学　 　 　 ２ 単位

　 　 　 　 ・ 森・ 里・ 海フ ィ ールド 演習　 　 　 　 島根大学　 　 　 ２ 単位

　 　 　 　 ・ 酪農フ ィ ールド 科学演習　 　 　 　 　 広島大学　 　 　 ２ 単位

　 　 　 　 ・ 作物生産科学フ ィ ールド 演習　 　 　 山口大学　 　 　 ２ 単位

　 　 　 　 ・ 臨海資源科学演習　 　 　 　 　 　 　 　 広島大学　 　 　 ２ 単位

　 　 　 　 ・ 食品資源フ ィ ールド 科学実習　 　 　 県立広島大学　 １ 単位

　 　 　 　 ・ 傾斜地フ ィ ールド 演習　 　 　 　 　 　 香川大学　 　 　 ２ 単位

　 　 　 ④　 イ ン タ ーン シッ プは， 在学中に就業体験（ 現場体験） を 行う こ と によ り ， 単位を 認定する 科目である。 受

講希望者は掲示に注意する こ と 。

　 　 　 ⑤　 職業指導概説１ − １ ， 職業指導概説１ − ２ ， 職業指導概説２ − １ ， 職業指導概説２ − ２ は， 卒業要件単位

には含まれない。

　 　 　 ⑥　 農学部から グロ ーバル・ ディ スカ バリ ー・ プ ロ グラ ムに提供する 以下の科目について， 農学部正規生は２

年次３ 学期から 履修する こ と ができ る 。 ただし ， 各科目開講前に， T OEIC 若し く は T OE IC L& R で600点以

上のスコ ア， またはそれら に相当する GT EC A cadem ic ２ 技能若し く は GT EC A cadem ic ４ 技能のスコ ア

を 修得済みでなければ履修する こ と ができ ない。 履修前にスコ アシート の写を 農学部教務学生担当窓口まで

提出する こ と 。（ GT EC のスコ ア換算については， 農学部教務学生担当窓口に問い合わせるこ と 。）

　 　 　 　 ・ Vegetable and F low er Science（ 野菜と 花の科学）

　 　 　 　 ・ Plant D isease and Control（ 植物の病気と 防除）

　 　 　 　 ・ F ruit Science（ 果実の科学）

　 　 　 　 ・ Crop Science and Production（ 作物の科学と 生産）

　 　 　 　 ・ A nimal Production Science（ 動物生産科学）

　 　 　 　 ・ F ood and Nutrition Science（ 食品・ 栄養科学）

　 　 　 　 ・ A nimal L ife Science（ 動物生命科学）

　 　 　 　 ・ Crop Genetics and Breeding（ 作物の遺伝と 育種）

　 　 　 ⑦　 履修課程表の規程にかかわら ず， 開講さ れない授業科目がある 場合には， 開講学期の開始までに公示する 。
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５ ． 履修についての説明

１ 　 履修方法と 卒業所要単位

　 ⑴　 教養教育科目

　 　  　 １ 年次から ４ 年次にかけて「 履修課程表１ 」（ １ ２ ページ） に掲げる教養教育科目を以下に定める様

に履修し 修得する。

　 　 イ 　 導入教育科目

　 　 　 ・ 学部ガイ ダンス科目と し て総合農業科学入門　（ ２ 単位） を必修と する。

　 　 　 ・ 全学ガイ ダンス科目と し て岡山大学入門講座及びキャ リ ア形成基礎講座（ 各０ ．５ 単位） を 必修と

する。

　 　 ロ　 知的理解科目

　 　 　 ・ 現代と 社会， 現代と 生命， 現代と 自然の３ つのグループの各グループから それぞれ２ 単位以上，

計６ 単位以上選択必修と する。

　 但し ， 知的理解， 実践知・ 感性， 汎用的技能と 健康， 言語， 高年次教養と 併せて２ ８ 単位を 選択必

修と する。

　 　 ハ　 汎用的技能と 健康科目

　 　 　 ・ 情報教育と し て情報処理入門１ 　（ １ 単位） を必修と する。

　 　 　 ・ 健康・ スポーツ科学は４ 単位まで卒業要件単位と し て参入可能と する。

　 　 　 言語科目

　 　 　 ・ 英語（ スピーキング） − １ ， 英語（ スピーキング） − ２

　 　 　 　 英語（ リ ーディ ング） − １ ， 英語（ リ ーディ ング） − ２

　 　 　 　 英語（ ラ イ ティ ング） − １ ， 英語（ ラ イ ティ ング） − ２

　 　 　 　 英語（ リ スニング） − １ ， 英語（ リ スニング） − ２

　 　 　 　 英語（ S ＆ L） − １ ， 英語（ S ＆ L） − ２

　 　 　 　 英語（ R ＆ W） − １ ， 英語（ R ＆ W） − ２ を必修と する。

　 　 　 ・ プレ上級英語， 上級英語， 初修外国語（ ド イ ツ語， フ ラ ンス語， 中国語， 韓国語， ロシア語， スペ

イ ン語， イ タ リ ア語） から ４ 単位選択必修と する。 外国人留学生は応用日本語から ４ 単位選択必修

と する。

　 　 　 ・ 別表「 外部検定試験による 単位認定基準」（ ２ ２ ～２ ３ ページ） に掲げる外国語科目については，

外部検定試験の結果により 単位を認定するこ と ができる。 単位の認定を希望する者は， 教務学生担

当で指示を受けるこ と 。

　 　 ホ　 高年次教養科目

　 　 　 ・ 高年次教養教育科目を１ 単位選択必修と する。
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外 部 検 定 試 験 に よ る 単 位 認 定 基 準

外国語の種別 単位認定の対象とする外部検定試験 単位認定基準 単位認定の対象とする授業科目の範囲 認定可能な単位数の上限

英 語 T OEIC L istening  &  Reading 又は 
T OEIC L istening  &  Reading  IP

850点以上 英語（ スピ ーキン グ）− １
英語（ スピ ーキン グ）− ２
英語（ リ ーディ ン グ）− １
英語（ リ ーディ ン グ）− ２
英語（ ラ イ ティ ン グ）− １
英語（ ラ イ ティ ン グ）− ２
英語（ リ スニング）− １
英語（ リ スニング）− ２
英語（ 総合）− １
英語（ 総合）− ２
英語（ S ＆ L）− １
英語（ S ＆ L）− ２
英語（ R ＆ W ）− １
英語（ R ＆ W ）− ２

５ 単位まで

実用英語技能検定（ 英検） １ 級

国際連合公用語英語検定試験（ 国連英検） Ａ 級

T OEF L PBT  又は T OEF L IT P 576点以上

T OEF L iBT 82点以上

IELT S 6.5点以上

GT EC A cadem ic ４ 技能 678点以上

GT EC A cadem ic ２ 技能 349点以上

T OEIC L istening  &  Reading 又は 
T OEIC L istening  &  Reading  IP

800点以上 英語（ 総合）− １
英語（ 総合）− ２
英語（ S ＆ L）− １
英語（ S ＆ L）− ２
英語（ R ＆ W ）− １
英語（ R ＆ W ）− ２

４ 単位まで

T OEF L PBT  又は T OEF L IT P 554点以上

T OEF L iBT 75点以上

IELT S 6.0点以上

GT EC A cadem ic ４ 技能 646点以上

GT EC A cadem ic ２ 技能 331点以上

T OEIC L istening  &  Reading 又は 
T OEIC L istening  &  Reading  IP 

750点以上 英語（ 総合）− １
英語（ 総合）− ２
英語（ S ＆ L）− １
英語（ S ＆ L）− ２
英語（ R ＆ W ）− １
英語（ R ＆ W ）− ２

２ 単位まで

実用英語技能検定（ 英検） 準１ 級

国際連合公用語英語検定試験（ 国連英検） Ｂ 級

T OEF L PBT  又は T OEF L IT P 532点以上

T OEF L iBT 68点以上

GT EC A cadem ic ４ 技能 613点以上

GT EC A cadem ic ２ 技能 313点以上

ド イ ツ 語 ド イ ツ 語技能検定試験（ 独検） ２ 級以上 ド イ ツ語初級Ⅰ− １
ド イ ツ語初級Ⅰ− ２
ド イ ツ語初級Ⅱ− １
ド イ ツ語初級Ⅱ− ２
ド イ ツ語初級Ⅰ− １

（ イ ンテン シブ）
ド イ ツ語初級Ⅰ− ２

（ イ ンテン シブ）
ド イ ツ語初級Ⅱ− １

（ イ ンテン シブ）
ド イ ツ語初級Ⅱ− ２

（ イ ンテン シブ）
ド イ ツ語中級

４ 単位まで

３ 級 ド イ ツ語初級Ⅰ− １
ド イ ツ語初級Ⅰ− ２
ド イ ツ語初級Ⅱ− １
ド イ ツ語初級Ⅱ− ２
ド イ ツ語初級Ⅰ− １

（ イ ンテン シブ）
ド イ ツ語初級Ⅰ− ２

（ イ ンテン シブ）
ド イ ツ語初級Ⅱ− １

（ イ ンテン シブ）
ド イ ツ語初級Ⅱ− ２

（ イ ンテン シブ）
ド イ ツ語中級

３ 単位まで

４ 級 ド イ ツ語初級Ⅰ− １
ド イ ツ語初級Ⅰ− ２
ド イ ツ語初級Ⅱ− １
ド イ ツ語初級Ⅱ− ２
ド イ ツ語初級Ⅰ− １

（ イ ンテン シブ）
ド イ ツ語初級Ⅰ− ２

（ イ ンテン シブ）

２ 単位まで

５ 級 ド イ ツ語初級Ⅰ− １
ド イ ツ語初級Ⅰ− ２

１ 単位
まで
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フランス語 実用フ ラ ン ス語技能検定試験（ 仏検） ３ 級以上 フ ラ ンス語初級Ⅰ− １
フ ラ ンス語初級Ⅰ− ２
フ ラ ンス語初級Ⅱ− １
フ ラ ンス語初級Ⅱ− ２
フ ラ ンス語中級

４ 単位まで

４ 級 フ ラ ンス語初級Ⅰ− １
フ ラ ンス語初級Ⅰ− ２
フ ラ ンス語初級Ⅱ− １
フ ラ ンス語初級Ⅱ− ２

２ 単位まで

５ 級 フ ラ ンス語初級Ⅰ− １
フ ラ ンス語初級Ⅰ− ２

１ 単位まで

中 国 語 漢語水平考試（ Ｈ Ｓ Ｋ ）（ 筆記試験のみ）

※ ５ 級・ ６ 級については， 180点以上の
スコ アを 獲得し た場合， 単位認定の対
象と する 。

４ 級以上 中国語初級Ⅰ− １
中国語初級Ⅰ− ２
中国語初級Ⅱ− １
中国語初級Ⅱ− ２
中国語初級Ⅰ− １

（ イ ンテン シブ）
中国語初級Ⅰ− ２

（ イ ンテン シブ）
中国語初級Ⅱ− １

（ イ ンテン シブ）
中国語初級Ⅱ− ２

（ イ ンテン シブ）
中国語中級
中国語上級

４ 単位まで

中国語検定試験（ 中検） ２ 級以上

漢語水平考試（ Ｈ Ｓ Ｋ ）（ 筆記試験のみ） ３ 級 中国語初級Ⅰ− １
中国語初級Ⅰ− ２
中国語初級Ⅱ− １
中国語初級Ⅱ− ２
中国語初級Ⅰ− １

（ イ ンテン シブ）
中国語初級Ⅰ− ２

（ イ ンテン シブ）
中国語初級Ⅱ− １

（ イ ンテン シブ）
中国語初級Ⅱ− ２

（ イ ンテン シブ）
中国語中級

３ 単位まで

中国語検定試験（ 中検） ３ 級

漢語水平考試（ Ｈ Ｓ Ｋ ）（ 筆記試験のみ） ２ 級 中国語初級Ⅰ− １
中国語初級Ⅰ− ２
中国語初級Ⅱ− １
中国語初級Ⅱ− ２
中国語初級Ⅰ− １

（ イ ンテン シブ）
中国語初級Ⅰ− ２

（ イ ンテン シブ）

２ 単位まで

中国語検定試験（ 中検） ４ 級

漢語水平考試（ Ｈ Ｓ Ｋ ）（ 筆記試験のみ） １ 級 中国語初級Ⅰ− １
中国語初級Ⅰ− ２

１ 単位
まで中国語検定試験（ 中検） 準４ 級

韓 国 語 韓国語能力試験 ２ 級以上 韓国語初級Ⅰ− １
韓国語初級Ⅰ− ２
韓国語初級Ⅱ− １
韓国語初級Ⅱ− ２
韓国語中級

４ 単位まで

１ 級 韓国語初級Ⅰ− １
韓国語初級Ⅰ− ２
韓国語初級Ⅱ− １
韓国語初級Ⅱ− ２

２ 単位まで

スペイン語 スペイ ン語技能検定 ４ 級以上 スペイン語ベーシック１～４
スペイン語ステップアップ

４ 単位まで

５ 級 スペイン語ベーシック１～４ ２ 単位まで

６ 級 スペイン語ベーシック１ 及び２ １ 単位まで

イタリア語 実用イ タ リ ア語検定 ３ 級以上 イタリア語ベーシック１～４
イタリア語ステップアップ

４ 単位まで

４ 級 イタリア語ベーシック１～４ ２ 単位まで

５ 級 イタリア語ベーシック１ 及び２ １ 単位まで

備考　 １  　 英語の認定は原則と し て，同一科目の「 − １ 」 と 「 − ２ 」 に対し て行う こ と 。 やむを得ず「 − １ 」 と 「 − ２ 」
の片方のみ認定する 場合は，「 − ２ 」 を 認定する 。「 − １ 」 のみの認定は， 学生が「 − ２ 」 を すでに履修し て
いる 場合にのみ行っ て良いのも のと する 。

　 　 　 ２  　「 GT EC A cadem ic ４ 技能」 のスコ アのう ち ， ２ 技能のみを用いて，「 GT EC A cadem ic ２ 技能」 の単位認
定の対象と する こ と はでき ない。
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　 ⑵　 専門教育科目

　 　 　 １ 年次生は， 農業科学の全容を 概括的に把握する ための専門基礎科目を 履修する。 更に２ 年次，

３ 年次と 逐次より 専門的な科目を履修するこ と になるが， 指導教員と の相談のも と に個々の学生に応じ

たカ リ キュ ラ ムが作成さ れ， それに従っ て履修できるよう 授業科目を開設し ている。

　 　 イ 　 専門基礎科目

・ 「 履修課程表２ − ａ 」 （ １ ３ ペ ー ジ ） に 掲げ る 専門基礎科目のう ち から 必修科目１ ６ 単

位を 含め 計２ ２ 単位を 履修す る 。

・ 卒業に必要な 単位を 越え て 修得し た 単位数は， コ ース 科目自由選択科目の単位数と する こ

と がで き る 。

　 　 ロ　 専門科目

　 　 　 ①　 必修科目

　 　 　 　 ・「 履修課程表２ − ｂ 」（ １ ３ ページ） に掲げる専門科目（ 必修科目） の２ ４ 単位を必修と する。

・ 卒業論文は， ３ 年次修了時ま で に 卒業に 必要な 単位１ ２ ４ 単位中９ ２ 単位以上修得し

て い る 者が履修で き る 。

　 　 　 ②　 コ ース科目

・ コ ース 科目選択必修科目は， 「 履修課程表２ − ｃ 」 （ １ ４ ～２ ０ ページ ） に掲げる 専門科

目（ コ ース 科目） のう ち ， 当該コ ース を 専攻する 学生が各コ ース で 指定し た授業科目（ ○

印） のう ち から １ ８ 単位を 選択必修と する。

・ 卒業に必要な 単位を 越え て 修得し た科目は， コ ース 科目自由選択科目の単位数と する こ と

ができる。

・ コ ース 科目自由選択科目は， 「 履修課程表２ − ｃ 」 （ １ ４ ～２ ０ ページ ） に掲げる 専門科

目のう ち ， 当該コ ースを 専攻する学生が各講座で指定し たコ ース科目選択必修科目以外の科目

から ２ ９ 単位を選択するも のと する 。

　 　 ハ　 成績の評価 

・ 成績の評価は，Ａ ＋（ １ ０ ０ 点～９ ０ 点），Ａ （ ８ ９ 点～８ ０ 点），Ｂ （ ７ ９ 点～７ ０ 点） 及びＣ （ ６ ９

点～６ ０ 点） をも っ て合格と し ， Ｆ （ ５ ９ 点以下） を不合格と する。

　 ⑶　 卒業に必要な単位

　 　 　 卒業に必要な単位は， 下記のと おり と する。

科 目 区 分 等 単位数

教養教育科目

導 入 教 育 ３

知 的 理 解

２ ８

実 践 知 ・ 感 性

汎 用 的 技 能 と 健 康

言 語

高 年 次 教 養

計 ３ １

専門教育科目

専門基礎科目
必 修 科 目 １ ６

選 択 必 修 科 目 ６

専 門 科 目

必 修 科 目 ２ ４

コ ース科目
選択必修科目 １ ８

自由選択科目 ２ ９

計 ９ ３

合　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計 １ ２ ４
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２ 　 農学部における成績評価基準

　 ⑴　 成績評価は授業の教育目標に対する 学習者の到達度を 見る も ので あり ， 学習者が学習意欲を 高

め，評価に対する 不公平感を 持たないよ う に，その目標と 評価の方法を 明確にし なければなら ない。

　 ⑵　 評価は授業の途中で も 行い， その結果を フ ィ ード バッ ク さ せる こ と によ っ て 授業方法を 改善し

ながら 学習者の目標への到達度を高めるよう にする。

　 ⑶　 評価は授業の形態（ 講義， 実験， 実習， 演習等） に対応し て多面的で多様な方法によっ て行う 。

　 　 　 講義は期末テ スト に偏重する こ と なく ， 課題レ ポート ， 中間テ スト ， 小テ スト ， 出席状況など を

評価の方法と する 。 実験， 実習は出席状況， 技術の修得度， 受講態度， 結果のと り ま と めレ ポー

ト ， 期末テスト ， 中間テスト ， 小テスト などを 評価の方法と する 。 演習は出席状況， 授業中の発言回

数・ 内容， 受講態度， 課題の達成度などを評価の方法と する。

　 ⑷　 授業の教育目標と その評価のた めに採用する 具体的な 評価方法は個々の授業について のシ ラ バ

スに明記する。

　 ⑸　 農学部専門教育科目の成績評価についての異議申立手続については，「 ８ 　 成績評価に関する質問・

疑問の受付について」（ ３ ５ ページ） を参照のこ と 。

３ 　 分属について

　 　 学年を追っ て専門分野の理解を深めるために，２ 年次開始時に４ つの教育コ ースのいずれかに分属する。

さ ら に， 各教育コ ースにおいて， 以下の各学期開始時には卒業論文を履修する研究ユニッ ト に分属する。

　 　 　 農芸化学コ ース　 　 ： ４ 年次１ 学期

　 　 　 応用植物科学コ ース： ３ 年次１ 学期

　 　 　 応用動物科学コ ース： ３ 年次３ 学期

　 　 　 環境生態学コ ース　 ： ３ 年次１ 学期

　 　 なお， 教育コ ース， 研究ユニッ ト への分属の決定は制度に則っ た指導による。

　 ⑴　 分属学生数

　 　 　 教育コ ースおよび研究ユニッ ト 毎に， 分属する学生の基準数を決める。

　 　 　 分属基準学生数の算出はそれぞれの所属教員数と 総学生数を基礎と する。

　 ⑵　 教育コ ース分属

　 　 　 教育コ ース分属の決定は指導によ っ て行う 。 し かし ， 特定のコ ースで志望者がその基準数を 超え

たと き には， 適当な方法で選別を行う 。 全ての学生はいずれかのコ ースに分属するも のと し， 未分属は

認めない。 但し ， 入学年度に休学し た学生は次年度入学生と 共に分属を行う 。

　 　 　 なお， 教育コ ースに分属する ためには， 農学部履修細則第６ 条に示す履修条件を 満たし ていなけ

ればなら ない。 履修条件を満たし ていない学生は， 次年度への進級ができないも のと する。

　 ⑶　 研究ユニッ ト への分属

　 　 　 研究ユニッ ト への分属の決定は教育コ ース内での指導による 。 なお， 特別の事情がない限り ， コ ー

ス間での移動は認めない。

　 ⑷　 選別の基準および方法

　 　 　 それぞれの段階で選別を 行う 場合， 既履修の専門基礎科目， 専門科目の学科必修科目， コ ース科目

の成績のほか， 面接などを採用し ， 原則と し て試験は行わない。

　 ⑸　 その他

　 　 　 ４ 年次において ， 特別の事情がある 場合には， 他研究ユニッ ト によ る 卒業論文指導が認めら れる

こ と がある。 こ の場合， 原則と し て所属研究ユニッ ト は変わら ない。
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６ ． 履 修 手 続

　 ⑴　 履修登録について  

　 　 　 学部から 示さ れる 履修課程表及び時間割， シラ バス等に基づいて ， 定めら れた期日までに履修し

よう と する授業科目を大学内のパソ コ ンから 履修登録をし なければなら ない。

　 　 　 履修の手続きについては， その都度掲示するので， 掲示板に注意するこ と 。

　 ⑵　 教育学部専門教育科目の履修 

　 　 　 教育学部専門教育科目（ 教職免許科目） の履修については， その都度掲示する ので， 指定さ れた

期日までに手続き するこ と 。

　 ⑶　 集中講義 

　 　 　 集中講義の履修については， その都度掲示するので， 指定さ れた期日までに手続きするこ と 。

７ ． 大学院への進学

　 農学部及び環境理工学部を 基礎学部と する大学院と し て， 岡山大学大学院環境生命科学研究科が設置さ れ

ています。 こ の大学院の専攻及び講座の内容については， それぞれの年度に発表さ れる入学案内による こ

と 。

８ ． 諸資格および教育職員免許状の取得

　 ⑴　 危険物取扱者試験甲種受験資格： 危険物取扱者に は甲種， 乙種， 丙種があ り ， そ の中で 甲種は

消防法に定めら れている全ての危険物の取扱いが可能な資格である。 化学関連の授業科目を１ ５ 単位以

上修得し た場合に受験資格がある 。 試験は各都道府県で実施さ れている 。 岡山県の問い合わせ先は消防

試験研究センタ ー岡山県支部（ 086− 227− 1530） である 。 詳細については教務学生担当に問い合わせ

るこ と 。

　 ⑵　 食品衛生管理者・ 食品衛生監視員： こ の資格を 取得す る た めに は，「 農学部履修細則」（ １ ０ ～

１ １ ページ） 及び「 食品衛生資格取得コ ース履修科目表」（ ２ ７ ページ） をよく 承知し ておく こ と 。

　 　 ①　 食品衛生管理者と は， 当該の食品又は添加物の製造及び加工を衛生的に管理するための専門資格で

あり ， 当該の施設ごと に配置するこ と が義務づけら れている。

　 　 　 　 こ の資格は， 卒業後に衛生管理を必要と する施設等に就職し てから， 当該の都道府県に申請するこ

と により 取得できる。

　 　 ②　 食品衛生監視員と は， 国， 都道府県及び保健所を設置する市で， 食品衛生に関する監視， 指導等に

従事する職員（ 国家及び地方公務員） のこ と である。 詳細については国又は都道府県等の募集要項を

参照さ れたい。


